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１ はじめに  

現代社会に於いては、SCM（Supply Chain 

Management )戦略は企業戦略上重要な位置を

占めている。SCM 戦略の現実的な遂行手段と

しては、最適立地問題、共同化問題、チャネル

問題、並びに調整問題等が中核となっている。

特に、共同化によるコストダウンは大きなテー

マとなっている。 

本研究は、日本に於ける物流単価問題の構造

的な課題とも云える物流単価設定の客観性と

公平性に関する問題提起の嚆矢として捉える

事が出来る。即ち、日本の配送単価は広域レベ

ルでは宅配産業にて容積と重量を基準にして

価格差を織り込んでいるが、地域に限定すると

物流単価に距離要素が十分反映されていない

のが実態である。本研究の動機は、狭い地域の

物流単価設定の基本理論をシミュレーション

ベースにて実証し、当該領域の研究に先鞭をつ

けることにある。 

本研究の目的は、狭域地域における配送セン

ターの物流単価設定の一つの理論を提案し、且

つ、最適立地が物流単価に如何なる影響を与え

るかを検証する事にある。具体的には、ある企

業に於いて現実に提示されている問題を配送

単価設定シミュレーションによる価格設定の

響問題として捉え、総合的な視点から配送単価

設定モデルと単価の妥当性に就いて検証する

事を目的としたものである。 

最適立地問題に就いては、1段階多ヶ所問題

を主題とし、解法に就いてはシミュレーション

をべースとし、・理想的な立地、・現状立地＋理

想的な立地、・現状立地＋引当可能立地並び

に・引き当可能立地の 4類型を配慮し理想問題

と現実問題の解を総合的に検討し、現実的な解

を提案する事にある。 

本研究は、目下、数値計算の検討段階であり 

最適立地シミュレーションに就いてもデータ

ベースを整理、検討している段階である為、今

夏にの発表では、研究概要のプロセス全体を示

し、数値結果と評価等に就いては次回の発表に

譲る事としたい。 

２ 問題設定 

本研究は取り上げたS社における現行の配送 

単価設定方法(図1)は、距離を問わずに、容量別

重量単価設定で設定されているので合理的と

はいえない。本研究は輸送、配送に関する適正

価格の検証を提案し、コスト負担の公平性およ

び現行価格体系の見直し、さらに、価格負担能

力の把握と価格競争力の検証を行うことを目

的としている。 

 

 
図1 現行配送単価設定方法 

 
図2 配送ゾーンの設定 

 

 
図3 最適立地:現行立地＋α型～ゾーン型

単価推定 
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図 4  最適立地型～ゾーン単価と LKm単価 

 

 

図 5 最適立地 2箇所型 

 

 

３ コストシミュレーション・プロセス 

 まず、図 1のように、現行配送単価設定方法

から配送ゾーン(図 2)を設定し、個配単価を求

めて、ゾーン別単価推定のシミュレーション・

プロセスを行い、図 3のように最適立地という

現行立地＋α 型～ゾーン型単価推定最適立地

を検討し、さらに、図 4のように最適立地型一

箇所～ゾーン単価とリーターキロ(LKm)単価

と図 5のように最適立地 2箇所型を求め、そこ

で基準別総合比較検討表を作成する。図 6コス

トシミュレーション・プロセス図のように、コ

ストシミュレーションをおこない、図 7のよう

に、ゾーン別配送単価の推定は、配送センター

別顧客数の資料から町村ゾーンコードを設定

し、個別顧客を町村ゾーン別に割り付け、町村

ゾーンごとに重心別距離を設定し、別配送費・

距離設定(上限値と下限値)を行う。次に、町村

ゾーン別顧客数・月間数量(月間配送軒数・月

間配送費および一軒当たり配送量/回数・1日平

均配送軒数/配送費)を計算する。さらに、ゾー

ン別設定単価、ゾーン別総配送費、ゾーン配送

費率をベースに既存配送費の割り付け、ゾーン

間配送単価差の検討・評価、全地域単一価格と

ゾーン別価格の比較というプロセスを行う。詳

細は図 8のようである。 

本研究における解となる現行マスターデー

タより①総費用(輸送費＋配送センター運営)

に係るLK単価の算出及びゾーン別モデルの妥

当性検証の観点から②で輸送費用を導き出し、

③配送センターの選定に加え、最適地をシミュ

レーションする。そこで、現行方式およびゾー

ン単価方式をベースに最適立地方式～1 箇

所・現行立地＋1箇所および 2～5箇所までの 4

立地とする。 
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図 6コストシミュレーション・プロセス図 

 

図 7分析鳥瞰図 

個別顧客を町村ゾーン別に割り付け

町村ゾーンコードの設定

町村ゾーン別に重心別距離の設定

町村ゾーン別顧客数・月間数量
・月間配達軒数・月間配達費
・１軒当り配達量/回数・１日平
均配達軒数/配達量/配送費

配送センター別顧客数

町村ゾーン別配達費・距離設定(上限
値と下限値)

・ゾーン別設定単価
・ゾーン別総配送費
・ゾーン配送費率をベースに既存配送費の割り付け
・ゾーン間配送単価差の検討・評価
・全地域単一価格とゾーン別価格の比較

＜ゾーン別配送単価の推定＞

＜Ⅰ現行単価シミュレーション＞ 
＜Ⅲ最適立地単価シミュレーション＞ ＜Ⅳ検討・評価・決定＞ 

＜Ⅱ4 ゾーン単価シミュレーション＞ 

①個配総費用 

製品別 LKm 単位個配単価 

4 ゾーン単位製品別単価 

②現行製品別個配単価 

最適立地の検討 
算出基準別総合比較検討表 

個配単価 

③現行製品別 Km個配単価 

④現行製品別 LKm個配単価 

①現行立地 

(1)1ヶ所最適立地 

②最適立地 

(2)多ヶ所最適立地 

①現行プラスアルファ型 

②最適立地型 

⑥現行単価の検討 

①最適立地単価の検討 

③ゾーン別製品別 LKm単位

配分モデル 

②製品別 LKm単位個配単価 

⑤ゾーン単位単価 

④製品別 LKm単位個配単価 

⑦新単価体系の検討 ①現行総費用配分モデル 

②製品別 LKm 単位原価配分モデル 

③ゾーン別製品別 LKm 単位配分モデル 

最適立地の評価・決定 
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図 8配送単価シミュレーションの処理手順～エクセル・ベース 

 

５ おわりに 

本研究は、途中であり、加えて紙幅制限

の為数値計算の結果を略し、プロセスにつ

いての分析である。数値計算結果をベース

とした総合的な研究内容は次回に発表す

る予定である。 
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